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船舶事故調査報告書 

 

                                平成２７年９月３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年６月２８日 １３時００分ごろ 

発生場所 福岡県宗像
むなかた

市地
じ

ノ島南東方沖 

鐘崎
かねさき

港西防波堤灯台から真方位３０３°１,６００ｍ付近 

（概位 北緯３３°５３.３９′ 東経１３０°３０.７１′） 

事故調査の経過  平成２６年７月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 宇多
う た

丸、４.９トン 

 ２９４－１８９５６高知、個人所有 

 １２.４５ｍ（Lr）×２.６３ｍ×０.８１ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４０４kＷ、平成７年 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５３歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  平成１５年１０月６日 

  免許証交付日 平成２５年１月２９日 

         （平成３０年１０月５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ翼曲損、船尾管に亀裂損傷及び舵軸に欠損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、回航要員１人を乗せ、船首約０.

６ｍ、船尾約１.２ｍの喫水で、平成２６年６月２８日０５時３０分

ごろ高知県土佐清水市所在の下川口漁港に向け、熊本県上天草市所在

のマリーナを出港した。 

本船は、その後、平戸瀬戸を経て、宗像市鐘ノ岬
かねのみさき

と地ノ島の間を通

航するため、地ノ島南方沖を約１９ノットの対地速力として手動操舵

で北東進し、地ノ島南東方約１,１００ｍに設置された黄色の浮標

（以下「本件黄色浮標」という。）を通過した。 

 船長は、九州の道路地図及び九州南部用のデータカードが挿入され

たＧＰＳプロッターを参考に操船していたところ、１３時００分ごろ

船体に衝撃を感じたので、機関の故障と思い、主機の回転数を落とし

て機関等を点検したところ、舵が曲がっており、付近は浅瀬であった

ので、地ノ島南東方から延びる浅瀬（以下「本件浅瀬」という。）に
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乗り揚げたことに気付いた。 

本船は、船尾区画に浸水を生じたが、１３時３０分ごろ鐘崎漁港に

自力で入港し、修理が行われた。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約１１６cm 

 その他の事項 

 

 船長は、本事故発生海域（以下「本件海域」という。）の海図を備

えておらず、本件海域を通航するのは初めてであった。 

本船のＧＰＳプロッターは、九州南部用のデータカードが挿入され

ていたので、本件海域の水深や灯浮標が表示されず、陸地と沿岸のみ

が表示されたものであった。 

船長は、低気圧の影響で九州南部に荒天が予想されたので、当初の

九州南回りから北回りに変更することとしたが、九州北部用のデータ

カードを用意していなかった。 

本件黄色浮標は、鐘崎漁港を利用する船舶に本件浅瀬の南東端を示

すために設置されていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、地ノ島南方沖を北東進中、船長が、水路調査を適切に行っ

ていなかったことから、本件浅瀬に気付かずに航行して本件浅瀬に乗

り揚げたものと考えられる。 

船長は、航行する海域用のデータカードを保有していなかったこと

から、本件浅瀬に気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、地ノ島南方沖を北東進中、船長が、水路調査を

適切に行っていなかったため、本件浅瀬に気付かずに航行して本件浅

瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、安全な航海を行うため、出港前に海図等によって予定航

路の調査を行い、適切な針路を設定しておくこと。 

・海域別にデータを入れ替えて使用するタイプのＧＰＳプロッター

を使用する場合は、航行する海域用のデータを準備して、適切に

入れ替えて使用すること。 

 

 



- 3 - 

付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

事故発生場所 

（平成２６年６月２８日 １３時００分ごろ発生） 

本件黄色浮標 

福岡県宗像市 


